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「AASL学習者基準フレー
ムワーク」を紹介します

このホイールチャートは、 
AASL基準フレームワークの 
構成要素の関係を示しています。

この「AASL学習者基準フレームワーク」のパンフレット
は、児童・生徒やその他の学習者と使う基準フレーム 
ワークを提 示します。これ は、「A A S L 基 準 統 合フレ ー
ムワーク」を作りあげる三つの基準の内の一つで、『学
習者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、学校図書館の全国学校図書館
基準』の特徴となっています。このAASL基準フレーム
ワークは、学習者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、図書館基準のつ
ながりを示すことによって、教えることと学ぶことへの

総合的なアプローチを反映しています。基準フレーム
ワークの各節は、他のフレームワークを反映するよう
に作られています。それによって、基準を反映した活動
が互いに強化し合うことを確実にすると同時に、学習
者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、学校図書館の能力や機能を高め 
ます。このパンフレットは、教育者がAASLの特に学習者
基準を参照できるように作られています。



共有している 
信念

1. 学校図書館は、学習コミュニ
ティにおいて独自で不可欠な
存在です。
一人ひとりに合った、現実、もしくは
バーチャルの学習の場として、学校
図書館は学校と家庭をつなげる重
要な存在です。その場所や機能にお
けるリーダーとして、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ
は、学 校 図 書 館 の 環 境 が 学 校コミ
ュニティの すべてのメンバーに対
して情報とテクノロジーへのアクセ
スを提供し、学習を現実世界のでき
ごととつなぐことを確実にします。 
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、よく整理された
情報資源へのアクセスを提供するこ
とで、学術的な知識が深い理解につ
ながっていくようにします。

 

2. 資格をもったｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ
が先に立って、機能的な学校 
図書館を実現します。
能力のあるｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、組
織的・個人的な成長を導きながら、
十分な職員が配置され 、情報資源
が 整った 学 校 図 書 館 に お いて、探
究的な学びの模範となり、それを促
進し、向上させます。資格をもった
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、教授上のリーダ
ー、プログラムの管理者、教育者、協
働するパートナー、情報の専門家と
して、相互に関連した、分野横断的

な、多岐にわたる役割を果たすよう
に教育され、認定されています。

3. 学習者は、大学進学、キャリ
ア、人 生への準 備をする必 要
があります。
包摂と平等に献身する、能力のある
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、それぞれの学習
者にとって、どのような状況下で何
が有効であるかを見極めるために
エビデンスを用います。コミュニティ
に関与する態度と革新的なリーダー
シップをもって、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、
すべての学習者の学習の達成の可
能性を高めます。このような学習の
成功体験は、学習者たちに、学校内
外で、途切れることのない進歩を通
じて、探究し、発展学習をし、将来の
職業生活を豊かにし、コミュニティ
に参加し続ける力を与えます。

 

4. 読むことは、個人的な能力と
学力の中核をなしています。
学 校 図 書 館で は、読 む 文 化 のもと
で、学 習 者 は 適 切 な 情 報 資 源とデ
ジタル 学 習 の 機 会 を 利 用します。 
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、物語や個人の語
りを用いて読むことへの動機づけと
なるような活動を開始し高度化させ
て、学習者を巻き込んでゆきます。 
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、最新のデジタル

および印刷資料とテクノロジーをキ
ュレートすることによって、質の高い
資料へのアクセスを提供します。そ
して、学習者、教育者、家族たちが生
涯にわたって学び、読む人となるよ
う働きかけます。

5. 知的自由は学習者すべてが
もつ権利です。
学習者は思想や情報へのアクセス
の制限を他者に許すことなく、さまざ
まな意見に自由に耳を傾けたり、意
見を述べたりします。ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ
の責任は、学習者、教育者、そしてそ
の他すべての学習コミュニティのメ
ンバーにこうした姿勢を身につけさ
せることです。

 

6. 情報テクノロジーは適切に 
統合され、公平にアクセスでき
るものでなければなりません。
情 報テクノロジーは 学 習と生 活 の
ほぼすべての側面に組み込まれて
いるにもかかわらず、すべての学習
者と教育者が、最新の適切なテクノ
ロジーとインターネットに公平にア
クセスできているわけではありませ
ん。機能的な学校図書館がデジタル
デバイドや社会経済的格差を解消
し、情報テクノロジーや情報スキル
に影響を与えます。

よく準備のできた学習者、能力のある
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌ ﾗ゙ﾘｱﾝ、ダイナミックな学校図書館の質
をどのように定義しますか？

この基準を改訂する過程で、ｱﾒﾘｶ･ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ協会（AASL）は、共有している信念について、従来
のAASLの基準と公式声明を見直しました。 これらの文書と、全国の1,300人以上のｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ
と関係者から集まった意見によって、AASLはよく準備のできた学習者、能力のあるｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、
ダイナミックな学校図書館の質を明確に表現できるようになりました。 以下の、共有している信念と
その概要説明は専門職の中核と判断されました。



共有する基盤と主なコミットメント

I. 探究
探究し、批判的に思考し、課題を特定
して、そして課題を解決するための
対策を練ることによって、新しい知識
を形成します。

II. 包摂 
学習コミュニティにおいて、包摂と多様
性の尊重に対する理解とコミットメント
を示します。

III. 協働
他者とともに効果的に学習し、視野
を広げて共通の目標に向かいます。

IV. キュレート*
自身のニーズに合った情報資源を収集、 
整理、共有することで、自分自身と他者に 
対して意味をもたらします。
*選択・整理・共有するという意味

V. 探索
経験したり、省察したりすることで育まれる
向上心をもって発見し、革新を遂げていき
ます。

VI. 関与
実践のコミュニティやつながりあう世界に参加 
しながら、安全に、正当に、倫理的に、知識の
成果物を自立して創造し、共有することを示し
ます。

A. 思考 学習者は、次のようにして、好奇心と 
積極的な態度を示します。
 1.  個人の関心またはカリキュラム上の 

トピックに関する問いを立てること。 
 2.  新しい意味を見出すために前提と 

なる、これまでの知識と、背景知識を 
思い出すこと。

学習者は、学習コミュニティに参加して、 
次のようにして、バランスのとれた見方に 
貢献します。
 1.  さまざまな学習者の貢献に対する気づ 

きを表現すること。
 2.  情報資源や学習の成果物で表現された 

考え方や意見を把握する態度をとること。
 3.  グローバルな学習コミュニティで、文化的

な関連性や位置づけに対する理解を示す
こと。

学習者は、次のようにして、協働できる
機会を見つけます。
 1.  理解を広め、深めたいという意欲を 

示すこと。
 2. 学習グループに参加することを通し

て、新たな理解を生みだすこと。
 3.  グループでのやりとりによって問題 

解決をしようとすること。

学習者は、次のようにして、情報ニーズに応じて
行動します。
 1. 情報を集めるニーズを把握すること。
 2. 可能性のある情報源を特定すること。
 3. 利用する情報源を分析的に選択すること。

学習者は、次のようにして、自身の好奇心を育み、
満たしていきます。
 1. 多様な形式で広く深く読み、さまざまな目的の 

ために書いたり創造したりすること。
 2. 仮定やありえる誤解についてよく考え、疑問を 

もつこと。
 3. 個人の成長のために、探究のプロセスに取り 

組むこと。

学習者は、次のようにして、情報を集めたり活用した
りする際、倫理的・法的ガイドラインに従います。
 1. 情報、テクノロジー、メディアを、責任をもって学習 

に用いること。
 2. 情報、テクノロジー、メディアの倫理的な使い方を 

理解すること。
 3. 正確性、妥当性、社会的・文化的文脈、ニーズに対 

する適合性について情報を評価すること。

B. 創造 学習者は、次を含むプロセスを経て、 
新しい知識に関わります。
 1. エビデンスを用いて、問いについて 

調べること。
 2. 足りない知識を得るために、計画を 

立て、実行すること。 
 3. 学習を表現した成果物を生み出す 

こと。

学習者は、次のようにして、グローバルな学習
コミュニティに対する認識を改めます。
 1. さまざまな見方を反映する学習者たちと 

交流すること。
 2. 学習活動のなかでさまざまな見方を評価

すること。
 3. 学習活動のなかで多様な見方があること 

を表現すること。

学習者は、次のようにして、個人的、社会
的、知的なネットワークに参加します。
 1. 多様なコミュニケーション・ツールや

情報資源を使うこと。
 2. 学習者自身のそれまでの知識のうえに

新たな知識を組み立てるために、他の
学習者とのつながりを確立すること。

学習者は、次のようにして、課題にふさわしい情報
を集めます。
 1. さまざまな情報源を探すこと。
 2. 多様な視点を示している情報を収集すること。
 3. 情報の妥当性や正確さを検証し、評価すること。
 4. 優先順位、トピック、その他の体系的な方法に 

よって情報を整理すること。

学習者は、次のようにして、新たな知識を構築し
ます。
 1. 構想、実行、省察のサイクルを通して問題を解決

すること。
 2. 手直しをしたり、作ったりすることによって自主的

な追求をし続けること。

学習者は、次のようにして、知識の創造において倫理
的判断をするために、有用な情報を用い、理にかなっ
た結論を出します。
 1. 他者の成果物を倫理的に活用したり取り入れたり 

すること。
 2. 原著者を認識し、他者の知的生産物に対して敬意 

を示すこと。
 3. 他者が内容の出典を適切に認識出来るように、個人

で作る知識の成果物に必要な要素を盛り込むこと。

C. 共有 学習者は、次を含むサイクルのなかで、
他者と協調し、コミュニケーションをし、
学習の成果物を共有します。
 1. 他者によって提案された内容の検討。
 2. 前向きなフィードバックの提供。
 3. フィードバックを受けとめた行動。
 4. 興味 ・関心のある人びとと学習の成果

物を共有すること。

学習者は、次のようにして、多様な考えに 
対する共感と寛容の態度を示します。
 1. 情報をもって会話や活発な話し合いに参加

すること。
 2. ある話題についての多様な観点が示され

た話し合いに貢献すること。

学習者は、次のようにして、問題解決の
ために、他者とともに効果的に活動し
ます。
 1. 他者からのフィードバックを真摯に 

求め、それに応えること。
 2. 探究のプロセスで、多様な見方を取り

入れること。

学習者は、次のようにして、学習コミュニティの
なかで、またそれを超えて、情報資源を交換 
します。
 1. 協働的に構築されたウェブサイトにアクセス 

して評価すること。
 2. 他の人の著作物を倫理的に利用し、複製するこ

とによって、ウェブサイトの協働的な構築に参加
すること。

 3. 他者と連携して、協働的に構築されたウェブ 
サイトの内容を比較・検証すること。

学習者は、次のようにして、学習コミュニティに 
参加します。
 1. 個人の関心、またはカリキュラム上のトピックに

ついて興味を示すこと。
 2. 革新的な調査方法を協力して構築すること。
 3. 課題や問題に対する革新的な解決策を協働的

に見つけだすこと。

学習者は、次のようにして、責任をもって、倫理的・ 
合法的にグローバルコミュニティに新しい情報を 
共有します。
 1. 改変、再利用、リミックスに関する方針に沿って、 

情報資源を共有すること。
 2. 伝えたい相手にふさわしい方法で、新しい知識を 

広めること。

D. 成長 学習者は、次のようにして、探究に基づく
プロセスに参加します。
 1. 継続的な知識の探究。
 2. 持続的な探究への関与。
 3. 現実世界とのつながりを通して新しい

理解を生成すること。
4.  考えて、情報に基づいた決定をする 

こと。

学習者は、次のようにして、グローバルな学習 
コミュニティで知識をつくりあげていくなか
で、共感し、公平な態度を示します。
 1. さまざまな学習者とつながりを求めること。
 2. 学習活動のなかで他の見方に興味を示す

こと。
 3. グローバルな学習コミュニティで自身の 

位置づけをふりかえること。

学習者は、次のようにして、学習の場に、
他者とともに積極的に参加します。
1.  グループでの話し合いに積極的に 

貢献すること。
2.  学習を社会に対する責任として認識

すること。

学習者は、次のようにして、さまざまな利用者の 
ために情報を選択し、組織化します。
 1. キュレートされた情報資源の質、有用性、正確性

について、継続的な分析や考察をすること。
 2. 情報資源から得られた理解を、概念的な知識 

ネットワークに統合し、表現すること。
 3. 他者が利用、解釈、確認できるように、キュレー 

ションのプロセスを公開し伝達すること。

学習者は、次のようにして、経験と省察を通して 
成長します。
 1. くり返し挑戦すること。
 2. 開発し、伸ばし、広げることができる能力や 

スキルを意識すること。
 3. 積極的で構築的な成長のためにフィードバック

をオープン・マインドに受け入れること。

学習者は、次のようにして、情報に関わり、個人の学習 
を広げます。
 1. 情報とITの利用について、自分の方法をあみだす 

こと。
 2. 倫理的な知識創造のプロセスをふりかえること。
 3. 安全で責任のある、倫理的・合法的な情報行動を 

とるように、他者を促すこと。

学習領域と 
コンピテンシー
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学習者は、次のようにして、情報を集めたり活用した
りする際、倫理的・法的ガイドラインに従います。
 1. 情報、テクノロジー、メディアを、責任をもって学習 

に用いること。
 2. 情報、テクノロジー、メディアの倫理的な使い方を 

理解すること。
 3. 正確性、妥当性、社会的・文化的文脈、ニーズに対 

する適合性について情報を評価すること。

B. 創造 学習者は、次を含むプロセスを経て、 
新しい知識に関わります。
 1. エビデンスを用いて、問いについて 

調べること。
 2. 足りない知識を得るために、計画を 

立て、実行すること。 
 3. 学習を表現した成果物を生み出す 

こと。

学習者は、次のようにして、グローバルな学習
コミュニティに対する認識を改めます。
 1. さまざまな見方を反映する学習者たちと 

交流すること。
 2. 学習活動のなかでさまざまな見方を評価

すること。
 3. 学習活動のなかで多様な見方があること 

を表現すること。

学習者は、次のようにして、個人的、社会
的、知的なネットワークに参加します。
 1. 多様なコミュニケーション・ツールや

情報資源を使うこと。
 2. 学習者自身のそれまでの知識のうえに

新たな知識を組み立てるために、他の
学習者とのつながりを確立すること。

学習者は、次のようにして、課題にふさわしい情報
を集めます。
 1. さまざまな情報源を探すこと。
 2. 多様な視点を示している情報を収集すること。
 3. 情報の妥当性や正確さを検証し、評価すること。
 4. 優先順位、トピック、その他の体系的な方法に 

よって情報を整理すること。

学習者は、次のようにして、新たな知識を構築し
ます。
 1. 構想、実行、省察のサイクルを通して問題を解決

すること。
 2. 手直しをしたり、作ったりすることによって自主的

な追求をし続けること。

学習者は、次のようにして、知識の創造において倫理
的判断をするために、有用な情報を用い、理にかなっ
た結論を出します。
 1. 他者の成果物を倫理的に活用したり取り入れたり 

すること。
 2. 原著者を認識し、他者の知的生産物に対して敬意 

を示すこと。
 3. 他者が内容の出典を適切に認識出来るように、個人

で作る知識の成果物に必要な要素を盛り込むこと。

C. 共有 学習者は、次を含むサイクルのなかで、
他者と協調し、コミュニケーションをし、
学習の成果物を共有します。
 1. 他者によって提案された内容の検討。
 2. 前向きなフィードバックの提供。
 3. フィードバックを受けとめた行動。
 4. 興味 ・関心のある人びとと学習の成果

物を共有すること。

学習者は、次のようにして、多様な考えに 
対する共感と寛容の態度を示します。
 1. 情報をもって会話や活発な話し合いに参加

すること。
 2. ある話題についての多様な観点が示され

た話し合いに貢献すること。

学習者は、次のようにして、問題解決の
ために、他者とともに効果的に活動し
ます。
 1. 他者からのフィードバックを真摯に 

求め、それに応えること。
 2. 探究のプロセスで、多様な見方を取り

入れること。

学習者は、次のようにして、学習コミュニティの
なかで、またそれを超えて、情報資源を交換 
します。
 1. 協働的に構築されたウェブサイトにアクセス 

して評価すること。
 2. 他の人の著作物を倫理的に利用し、複製するこ

とによって、ウェブサイトの協働的な構築に参加
すること。

 3. 他者と連携して、協働的に構築されたウェブ 
サイトの内容を比較・検証すること。

学習者は、次のようにして、学習コミュニティに 
参加します。
 1. 個人の関心、またはカリキュラム上のトピックに

ついて興味を示すこと。
 2. 革新的な調査方法を協力して構築すること。
 3. 課題や問題に対する革新的な解決策を協働的

に見つけだすこと。

学習者は、次のようにして、責任をもって、倫理的・ 
合法的にグローバルコミュニティに新しい情報を 
共有します。
 1. 改変、再利用、リミックスに関する方針に沿って、 

情報資源を共有すること。
 2. 伝えたい相手にふさわしい方法で、新しい知識を 

広めること。

D. 成長 学習者は、次のようにして、探究に基づく
プロセスに参加します。
 1. 継続的な知識の探究。
 2. 持続的な探究への関与。
 3. 現実世界とのつながりを通して新しい

理解を生成すること。
4.  考えて、情報に基づいた決定をする 

こと。

学習者は、次のようにして、グローバルな学習 
コミュニティで知識をつくりあげていくなか
で、共感し、公平な態度を示します。
 1. さまざまな学習者とつながりを求めること。
 2. 学習活動のなかで他の見方に興味を示す

こと。
 3. グローバルな学習コミュニティで自身の 

位置づけをふりかえること。

学習者は、次のようにして、学習の場に、
他者とともに積極的に参加します。
1.  グループでの話し合いに積極的に 

貢献すること。
2.  学習を社会に対する責任として認識

すること。

学習者は、次のようにして、さまざまな利用者の 
ために情報を選択し、組織化します。
 1. キュレートされた情報資源の質、有用性、正確性

について、継続的な分析や考察をすること。
 2. 情報資源から得られた理解を、概念的な知識 

ネットワークに統合し、表現すること。
 3. 他者が利用、解釈、確認できるように、キュレー 

ションのプロセスを公開し伝達すること。

学習者は、次のようにして、経験と省察を通して 
成長します。
 1. くり返し挑戦すること。
 2. 開発し、伸ばし、広げることができる能力や 

スキルを意識すること。
 3. 積極的で構築的な成長のためにフィードバック

をオープン・マインドに受け入れること。

学習者は、次のようにして、情報に関わり、個人の学習 
を広げます。
 1. 情報とITの利用について、自分の方法をあみだす 

こと。
 2. 倫理的な知識創造のプロセスをふりかえること。
 3. 安全で責任のある、倫理的・合法的な情報行動を 

とるように、他者を促すこと。

AASL 学習者基準フレームワーク



          

学習、専門職、プログラムについての他の基準と同様
に、AASLの基準はカリキュラムではありません。むし
ろ、その学校での優先すべきことやニーズに合わせてカ
リキュラムを展開できるようガイドし、枠組みを提供す
るものです。

この基準の内容は、以下の二つの方法で用いられる
ように作られています。

1. それぞれの利 用に合ったガイドとして。学 習 者と
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、学習課題や専門職の活動に最も
適しているところからはじめ、特定のコンピテンシー
を伸ばす方法を決めるため、基準を使うことができ
ます。

2. 進歩を示すものとして。学習者とｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ 
は、まず、「思考」の学習領域の段階から取り組み、 

「思考」にかかわるコンピテンシーの習熟が達成さ
れてから、「創造」、「共有」、そして「成長」に進みます。

教えることと学ぶことは、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝの実践の中心
にあります。学習のリーダーとして、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝは、
学習領域のコンピテンシーを実行し、模範を示して、伝
えていきます。この基準を組織化する学習領域に基づく 
アプローチは、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝが専門的な実践や成長
を自分のものにして、同時に、学校図書館をその学校の 
ニーズ、自身の強みや学習者の成長に常に合わせられ
るようになっています。

基準はどのように活用
されるか?

基準完全版
『学習者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、学校図書館の全国学校図書館基準』は、完全

版の「AASL基準統合フレームワーク」を掲載しており、基準の活用方法や
アセスメントについて詳しく説明しています。この本の各節は、以下の内容
を含んでいます。

• 第二部で紹介される、六つの統合されたフレームワーク（探究、包摂、 
協働、キュレート、探索、関与）は、コンピテンシーやよい実践の詳細な 
説明によって支えられています。これは、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝが基準を効果 
的に導入するのに使える実践法を含んでいます。

• 第三部で紹介される、達成を評価するための細やかなアプローチ。コン
ピテンシーに基づく教育の目的は、一人ひとりに合った学習経験を通
して学習者の成長を支えることです。自らが使うアセスメントや評価の 
ツールを作る際に、学校や学区が作ったものをAASL基準に沿った形に 
するための事例が提示されています。そして、

• 第四部では、現実にありえる状況を描いた事例を検討しています。それ
を通して、学区の監督者と各学校のｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝが、AASL基準を行動
にうつすことを思い描けます。

全国学校図書館基準のより詳しい情報や、その導入に 
役立つ最新の情報源にアクセスするには、standards.aasl.org 
を参照してください。
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図1．『学習者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、学校図書
館の全国学校図書館基準』で紹介されて
いる「AASL基準統合フレームワーク」に
ある要素の構造の概要。学習者基準は、 
三つの統合された基準のうちの一つです。 
統 合フレ ー ムワークに お いて、学 習 者
のコンピテンシーは、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝの
コンピテンシーと学 校 図 書 館 の 連 携と 
一緒に並べられています。

学習者基準

基準のなかで特定のコンピテ
ンシーまた は 学 校 図 書 館 の 
連携について参照するときは、 
数字と文字を使うことができま
す。学習者のためのコンピテン
シーは、学習者基準I.B.3などと
表すことができます。共有する
基盤のI.探究、学習領域のB.創
造、コンピテンシーの3番目を
示します。

I.B.3. 学習者は、次を
含むプロセスを経て、 
新しい知識に関わります。 
3．学習を表現した成果物 
を生み出すこと。

AASL全国学校図書館基準フレーム 
ワークは、六つの共有する基盤、つま
り探 究 、包 摂 、協 働 、キュレ ート、
探索、関与というこの基準のコアに
ある教育上のコンセプトによって支
えられています。主なコミットメントに
ある一文は、共有する六つの基盤そ
れぞれについての重要な見解を説明
しています。

共有する基盤の学習領域、つまり
思考（認知的）、創造（精神運動的）、
共有（感情的）、成長（発達的）は、三
つから五つのコンピテンシーによっ
てさらに説明されています。それらの
コ ン ピ テ ン シ ー は 、学 習 者 や
ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝにとって不可欠な知
識、スキル、姿勢を測ることができる
ように記述したものです。学校図書

基準はどういう仕組みに
なっているか？

館の場合は、コンピテンシーは連携
として表現されています。

図１は、全国学校図書館基準で 
紹介されている「AASL基準統合フレ
ームワーク」における、これらの要素
の関係性を表したものです。共有す
る基盤、主なコミットメント、学習領
域は、学習者、ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝ、学校
図書館の三つの基準のすべてを横断
して現れています。三つの基準の共
通した構造は、学習者の学びがどの
ようにｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｱﾝの実践と全体
的な学校図書館の環境と関係してい
るのかについて明確にしています。
共有する基盤のそれぞれは、三つの
基準を横断して概観したときに、一番
効果的に実行されます。



学習領域

IV. キュレート

V. 探
索

VI
. 関
与

I. 探究

II. 包
摂

III. 協
働

B. 創造 C. 共有

D. 成長A. 思考

主なコミットメント

共有する基盤

学習コミュニティにお
いて、包摂と多様性の
尊重に対する理解と
コミットメントを

示します。

実践の
コミュニティや
つながりあう世界に参加しながら、
安全に、正当に、倫理的に、
知識の成果物を自立して創造し、
共有することを示します。

経験したり、省察
したりすることで
育まれる向上心
をもって発見し、
革新を遂げて
いきます。

自身のニーズに合った情報資源を
収集、整理、共有することで、
自分自身と他者に対して
意味をもたらします。

他者とともに効果的に学習し、
視野を広げて共通の目標

に向かいます。

探究し、批判的に
思考し、知識を獲得します。

結論を導き、情報に基づいた
決定をし、知識を新しい
場面に応用し、新しい
知識を創造します。

個人の美的
成長を追求します。

知識を共有し、倫理的かつ
効果的に民主的な社会の
構成員の一人として
参加します。

探究し、
批判的に思考し、
課題を特定して、

そして課題を解決するための
対策を練ることによって、
新しい知識を形成します。
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